
優
し
さ
に
あ
ふ
れ
、
躍
動
す
る
く
ま
も
と
を

目
指
し
て
。
今
後
の
県
総
合
計
画
の
展
開
と
平
成
九
年
度
当
初
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
真
に
住
み
や
す
い
く
ま
も
と
」
づ
く
り
に
向
け
て
、

県
総
合
計
画
の
着
実
な
前
進
を
図
り
ま
す
。

熊本県知事福島讓二

緑
さ
わ
や
か
な
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

年
度
が
わ
り
の
あ
わ
た
だ
し
さ
も
消
え
て
、

よ
う
や
く
落
ち
つ
い
て
き
た
感
じ
が
い
た

し
ま
す
。
県
庁
で
も
、
す
で
に
各
部
署
に

お
い
て
、
新
年
度
の
各
種
事
業
・
施
策
に

つ
い
て
、
本
格
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

県
総
合
計
画
も
策
定
か
ら
五
年
目
を
迎

え
、
今
年
か
ら
計
画
期
間
の
後
半
に
入
り

ま
し
た
が
、
お
か
げ
さ
ま
で
戦
略
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
は
じ
め
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
主

要
な
取
り
組
み
は
、
お
お
む
ね
順
調
な
歩

み
を
み
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
国
・

地
方
を
通
じ
て
財
政
状
況
は
厳
し
い
も
の

が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
に
も
的
確
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
な
が

ら
、
一
度
掲
げ
た
目
標
は
で
き
る
限
り
実

現
し
て
い
く
と
い
う
気
持
ち
で
、
計
画
を

一
歩
一
歩
着
実
に
前
進
さ
せ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
五
月
十
七
日
か
ら

「
男
子
世
界
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
」
　
が
始
ま
り
ま
す
。
熊
本
に
と
っ
て
初

め
て
の
国
際
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ

り
、
本
県
の
国
際
化
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

進
め
る
う
え
で
も
大
き
な
意
義
を
も
つ
こ

の
大
会
を
是
非
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
お
い
で

い
た
だ
き
、
県
民
の
皆
様
の
熱
い
声
援
と

も
て
な
し
の
心
で
大
会
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

私
が
県
政
を
お
預
か
り
し
て
七
年
目
に

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
「
公
正
・
公

平
・
公
明
」
を
旨
に
生
活
者
の
視
点
に
た

っ
た
県
政
運
営
に
努
め
、
「
真
に
住
み
や

す
い
く
ま
も
と
」
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

県
政
に
対
す
る
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
九
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て

予
算
編
成
の
基
本
的
な

考
え
方

歳
入
面
で
は
、
緩
や
か
な
が
ら
景
気
に

回
復
の
基
調
が
み
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
県

税
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
地
方
交

付
税
の
伸
び
悩
み
な
ど
の
た
め
に
全
体
と

し
て
は
一
段
と
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
熊
本
県
第
二
次
行
政
改
革

大
綱
を
踏
ま
え
、
歳
出
を
抑
制
す
る
観
点

か
ら
従
来
に
も
増
し
て
徹
底
し
た
歳
出
の

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
同
時
に
、
県
総

合
計
画
を
着
実
に
推
進
し
、
計
画
策
定
後

の
社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
も
対
応
す
る
、

質
的
に
充
実
し
た
予
算
と
な
る
よ
う
編
成

し
ま
し
た
。

予
算
の
特
色

県
総
合
計
画
に
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
掲
げ
た
事
業
の
推
進
を
は
じ
め
、
九

州
新
幹
線
の
建
設
促
進
、
少
子
・
高
齢
化

対
策
の
充
実
、
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド

農
業
合
意
に
伴
う
農
業
農
村
対
策
、
水
俣

病
対
策
の
推
進
と
環
境
基
本
計
画
に
基
づ

く
具
体
的
な
施
策
の
推
進
、
男
子
世
界
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
の
開
催
、
く
ま

も
と
未
来
国
体
へ
の
準
備
、
さ
ら
に
は
三

井
三
池
炭
鉱
閉
山
対
策
、
市
町
村
合
併
支

援
対
策
、
地
域
づ
く
り
の
強
化
な
ど
が
九

年
度
予
算
の
特
色
で
す
。

予
算
の
主
な
内
容

豊
か
な
生
活
環
境
を

築
く
た
め
に
　
　

◎
生
活
関
連
公
共
施
設
等
　

快
適
で
豊
か
な
環
境
の
実
現
に
向
け
て
、

道
路
・
下
水
道
・
住
宅
な
ど
の
整
備
や
地

域
景
観
の
保
全
・
創
造
を
進
め
ま
す
。

（
特
徴
的
な
事
業
）

・
球
磨
川
上
流
流
域
下
水
道
建
設
事
業

二
十
六
億
三
千
万
円

◎
交
通
安
全
対
策

交
通
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
交
通
安

全
施
設
の
整
備
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を

進
め
る
な
ど
、
安
全
で
住
み
良
い
熊
本
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

・
災
害
や
事
件
の
状
況
を
は
握
し
、
的
確
な
対

応
を
図
る
た
め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
利
用
し

た
テ
レ
ビ
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
整
備

二
億
九
千
六
百
万
円

◎
環
境
対
策

平
成
八
年
度
に
策
定
し
た
「
環
境
基
本

計
画
」
　
を
着
実
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
制
度
化
を
図
り
ま

す
。
新
た
に
熊
本
地
域
に
お
い
て
は
、
地

下
水
の
か
ん
養
を
進
め
る
た
め
、
雨
水
浸

透
ま
す
の
設
置
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
「
動
く
環
境
教
室
」
　
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
環
境
教
育
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

健
康
づ
く
り
と
福
祉
の

充
実
の
た
め
に
　

◎
地
域
保
健
対
策
　

地
域
保
健
法
の
全
面
施
行
に
伴
い
、
保

健
所
の
機
能
を
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
市

町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備
や
保
健
婦
を

は
じ
め
と
す
る
人
材
確
保
な
ど
へ
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

◎
く
ま
も
と
県
民
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
の
推
進

健
康
に
つ
い
て
の
イ
ベ
ン
ト
や
健
康
教

室
の
開
催
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
健
康

づ
く
り
を
応
援
す
る
事
業
を
市
町
村
と
協

力
し
て
行
い
ま
す
。

◎
子
育
て
環
境
の
充
実

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
る
こ
と

の
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

・
新
た
に
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
日
曜
・
祝
日

の
保
育
を
実
施
　
　
　
　
　
　
　
四
百
万
円

◎
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
の
充
実

お
年
寄
り
や
障
害
の
あ
る
方
々
の
自
立

と
社
会
活
動
へ
の
参
加
を
支
援
す
る
た
め

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

・
新
た
に
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
、
高
齢
者
を

対
象
に
早
朝
・
夜
間
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の

派
遣
を
実
施
　
　
　
　
　
　
　
　
二
千
万
円

魅
力
あ
る
産
業
と
ゆ
と
り
あ
る

労
働
環
境
づ
く
り
の
た
め
に

◎
農
業
の
振
興
　
　
　

農
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
に
、
優

良
品
種
の
育
成
な
ど
新
し
い
技
術
の
開
発

に
努
め
る
と
と
も
に
、
県
産
ブ
ラ
ン
ド
米

の
普
及
推
進
、
収
益
性
の
高
い
園
芸
産
地

の
育
成
、
低
コ
ス
ト
化
に
よ
る
畜
産
経
営

体
質
の
強
化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
土

地
基
盤
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、

農
業
集
落
排
水
施
設
な
ど
生
活
基
盤
の
整

備
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

・
総
合
的
な
緊
急
農
業
農
村
対
策

（
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
農
業
合
意
関
連
対
策
）

九
十
一
億
六
千
二
百
万
円

◎
林
業
の
振
興

木
材
製
品
の
高
品
質
化
・
低
コ
ス
ト
化

に
努
め
な
が
ら
、
県
産
材
の
需
要
拡
大
を

図
り
ま
す
。

・
ブ
ラ
ン
ド
材
の
供
給
体
制
を
整
備
す
る
た
め

の
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
二
千
三
百
万
円

◎
水
産
業
の
振
興

小
型
魚
の
漁
獲
規
制
に
よ
る
保
護
や
稚

魚
の
放
流
な
ど
に
よ
る
栽
培
漁
業
を
推
進

す
る
ほ
か
、
大
規
模
漁
場
保
全
整
備
な
ど

を
行
い
、
「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」
を
進

め
ま
す
。

◎
商
・
工
業
の
振
興

商
店
街
の
基
盤
施
設
整
備
を
支
援
す
る

な
ど
、
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
環
境
や
福
祉
な
ど
今
後
の

重
要
な
分
野
に
重
点
を
お
い
た
技
術
開
発

の
支
援
な
ど
、
県
内
企
業
の
技
術
力
向
上
、

生
産
連
携
の
強
化
、
新
分
野
進
出
な
ど
へ

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
の
た
め
の
取
り
組

み
へ
の
補
助
　
　
　
　
五
億
二
千
七
百
万
円

・
新
技
術
の
開
発
へ
の
補
助
　
　
七
千
百
万
円

◎
観
光
の
振
興

大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、

全
国
に
熊
本
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と

と
も
に
、
観
光
客
の
誘
致
を
積
極
的
に
行

い
ま
す
。

・
J
R
各
社
と
一
体
と
な
っ
て
全
国
に
向
け
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
　
　
一
億
六
千
万
円

◎
労
働

仕
事
と
家
庭
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め

介
護
・
育
児
休
業
制
度
の
普
及
を
は
じ
め

住
民
間
で
の
託
児
の
橋
渡
し
を
行
う
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
設
置
な

ど
、
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

・
休
業
期
間
内
の
生
活
費
の
低
利
貸
付
の
実
施

二
千
万
円

ゆ
と
り
あ
る
教
育
と
新
し
い

文
化
振
興
の
た
め
に
　

◎教育　　　　　　

今
後
の
教
育
行
政
の
指
針
と
な
る
教
育

総
合
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
完
全
週
五
日

制
に
向
け
て
検
討
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

い
じ
め
・
不
登
校
問
題
に
つ
い
て
は
、
教

師
の
指
導
力
を
高
め
る
た
め
の
研
修
の
充

実
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。
県
立
学
校
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
生
徒
数
の
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、

そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
基
本
方
針
を
策
定

し
ま
す
。

・
相
談
受
付
け
や
調
査
、
教
師
の
研
修
な
ど
、

い
じ
め
・
不
登
校
対
策
事
業

四
千
七
百
万
円

◎
文
化
の
振
興

県
立
博
物
館
の
基
本
計
画
の
策
定
や
鞠

智
城
跡
（
菊
鹿
町
）
　
の
歴
史
公
園
化
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
や
民
間
団
体
等

が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
活
動
へ
の
支
援

を
進
め
ま
す
。

・
鞠
智
城
跡
整
備
事
業
　
四
億
七
千
四
百
万
円

・
新
た
に
、
市
町
村
が
行
う
文
化
を
柱
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
へ
の
補
助
事
業
を
創
設三

千
百
万
円

◎
「
く
ま
も
と
未
来
国
体
」

平
成
十
一
年
開
催
の
第
五
十
四
回
国
民

体
育
大
会
に
向
け
た
準
備
の
仕
上
げ
を
進

め
る
と
と
も
に
、
県
民
総
参
加
の
機
運
を

盛
り
上
げ
ま
す
。

利
便
性
の
よ
い
交
通
・
社
会

資
本
の
整
備
の
た
め
に

◎
道
路
整
備

高
規
格
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
九
州

横
断
自
動
車
道
延
岡
線
の
御
船
～
矢
部
間

の
早
期
事
業
化
な
ど
を
目
指
し
、
努
力
を

続
け
る
と
と
も
に
、
地
域
高
規
格
道
路
の

熊
本
天
草
幹
線
道
路
な
ど
の
整
備
を
図
り

ま
す
。
主
要
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
熊

本
阿
蘇
幹
線
道
路
や
南
関
イ
ン
タ
ー
荒

尾
・
長
洲
幹
線
道
路
な
ど
、
引
き
続
き
重

点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
公
共
交
通
対
策

九
州
新
幹
線
の
最
優
先
着
工
に
向
け
、

最
大
限
の
努
力
を
行
い
ま
す
。

熊
本
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

J
R
鹿
児
島
本
線
な
ど
の
鉄
道
高
架
化
の

早
期
事
業
化
に
努
め
ま
す
。

バ
ス
に
つ
い
て
は
、
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
の
観
点
か
ら
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
新
た
に
、
都
市
圏
の
民
間
バ
ス
事
業
者
が
行

う
超
低
床
ス
ロ
ー
プ
付
き
路
線
バ
ス
の
導
入

に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

一
千
万
円

◎
港
湾
整
備

熊
本
港
や
八
代
港
の
物
流
機
能
を
拡
充

す
る
と
と
も
に
、
三
角
港
や
水
俣
港
な
ど

の
整
備
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
ま
た
、

ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
（
港
湾
の
振
興
）
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
情
報
化

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
情
報
提

供
な
ど
、
「
地
域
情
報
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
　
の

着
実
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

整備が進む球磨川上流流域下水道

健康フェア

ホームヘルパー活動花き栽培

稚魚の放流

新たに開発された制御システムにより自動飛行し、

空中撮影を行うカイトプレーン（新技術への支援）

建設中の熊本天草幹線道路
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